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一　
趣
旨

旧
広
島
市
民
球
場
は
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
七
月
二
二
日
、
基
町
に
開
場
し
た
。
旧

市
民
球
場
は
、
誕
生
間
も
な
い
プ
ロ
野
球
球
団
カ
ー
プ
を
支
え
る
た
め
、
待
望
の
ナ
イ
タ
ー
照

明
設
備
を
備
え
た
球
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
財
源
の
確
保
や
建
設
地
の
選
定
な
ど
様
々
な
課

題
が
あ
っ
た
が
、
市
民
や
政
財
界
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
完
成
に
至
っ
た
。
以
後
、
昭

和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
の
栄
光
の
リ
ー
グ
初
優
勝
ま
で
の
苦
難
の
歴
史
を
見
守
り
、
さ
ら
に

は
カ
ー
プ
の
黄
金
期
の
歓
声
が
響
い
た
施
設
で
も
あ
っ
た
。

本
年
度
は
、
旧
市
民
球
場
開
場
か
ら
六
〇
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
公
文
書
館
で
は
、
平
成

二
九
年
度
の
企
画
展
示
と
し
て
「
旧
広
島
市
民
球
場
開
場
六
〇
年
記
念
展
示　

文
書
と
写
真
で

た
ど
る
旧
広
島
市
民
球
場
」
を
開
催
し
た
。

二　
展
示
概
要

展
示
会
で
は
、
当
館
に
移
管

さ
れ
た
旧
市
民
球
場
管
理
事

務
所
の
資
料
や
多
く
の
カ
ー
プ

フ
ァ
ン
の
方
々
か
ら
ご
寄
贈
い

た
だ
い
た
資
料
等
を
基
に
、カ
ー

プ
の
歴
史
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら

往
時
の
旧
市
民
球
場
の
歴
史
を

紹
介
し
た
。
暑
い
時
期
に
も
関

わ
ら
ず
、
カ
ー
プ
フ
ァ
ン
の
小
学
生
か
ら
、
広
島
野
球
倶
楽
部
時
代
か
ら
の
フ
ァ
ン
ま
で
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
来
館
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、好
評
に
つ
き
、当
初
の
開
催
期
間
を
一
ヶ

月
延
長
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
展
示
の
概
要
と
資
料
の
一
部
を
御
紹
介
す
る
。

⑴　

展
示
会
場

広
島
市
公
文
書
館
七
階
ロ
ビ
ー
・
閲
覧
室

⑵　

展
示
期
間

　
　

平
成
二
九
年
七
月
三
日
（
月
）
～
九
月
二
九
日
（
金
）

⑶　

入
場
者
数
（
期
間
中
の
来
館
者
数
）

　
　

一
、一
七
三
人

⑷　

展
示
資
料
数

　
　

全
五
四
点

三　
展
示
内
容

１　
広
島
と
野
球

広
島
に
野
球
が
入
っ
て
き
た
の
は
明
治

二
二
～
二
三
（
一
八
八
九
～
九
〇
）
年
頃

と
さ
れ
て
い
る
。
記
録
で
確
認
で
き
る
最

も
古
い
試
合
は
、
広
島
県
参
事
官
・
佃
一

予
の
転
勤
送
別
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
会
と
し

て
、
旧
制
広
島
中
学
（
現
広
島
国
泰
寺
高

校
）
と
広
島
県
師
範
学
校(

現
広
島
大
学

教
育
学
部
の
前
身
の
一
つ)

が
行
っ
た
対

校
試
合
で
あ
る
。
明
治
三
〇
年
代
前
半
に

な
る
と
広
島
商
業
学
校
に
野
球
部
が
誕
生

す
る
な
ど
中
等
学
校
で
野
球
熱
が
高
ま

り
、
広
島
地
区
四
校
（
広
島
中
学
・
明
道

中
学
・
佛
教
中
学
〔
現
崇
徳
高
校
〕・
広

島
商
業
学
校
）、
県
東
部
地
区
一
校
（
福

〈
展
示
会
報
告
〉

旧
広
島
市
民
球
場
開
場
六
〇
年
記
念
展
示

　
　
　

文
書
と
写
真
で
た
ど
る
旧
広
島
市
民
球
場
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写真１　展示会ポスター

写真２　広島中学野球部記念写真　大正 4(1915) 年
広島野球倶楽部創立に関わった政治家谷川昇氏の旧蔵品。
後列左から３番目が谷川氏。



広島市公文書館紀要第 30号（平成 30年３月）

- 　　(13) -

山
中
学
〔
現
福
山
誠
之
館
高
校
〕、
呉
・
県
南

地
区
二
校
（
呉
中
学
〔
現
呉
三
津
田
高
校
〕・

豊
田
中
学
〔
現
忠
海
高
校
〕）、
県
北
部
地
区

二
校
（
三
次
中
学
・
日
彰
館
中
学
）
に
野
球

部
が
誕
生
し
た
。

明
治
三
〇
年
代
後
半
に
は
近
県
中
等
学
校

野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
広
島
中
学
・
岩
国

中
学
・
尾
道
商
業
学
校
な
ど
の
学
校
が
鎬し

の
ぎ
を

削
っ
た
。
明
治
四
〇
年
代
に
な
る
と
、
広
島

高
等
師
範
学
校
（
現
広
島
大
学
教
育
学
部
の

前
身
の
一
つ
）
や
広
島
市
商
工
組
合
主
催
の

近
県
野
球
大
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
広
島
商

業
学
校
や
第
六
高
等
学
校
（
現
岡
山
大
学
）、

広
島
県
師
範
学
校
、
広
島
中
学
、
明
道
中
学
、

修
道
中
学
、
広
陵
中
学
、
佛
教
中
学
、
呉
製

図
倶
楽
部
、
小
町
倶
楽
部
な
ど
が
参
加
し
た
。

大
正
年
間
に
入
る
と
新
聞
社
主
催
の
中
等

学
校
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
第
一
回
全
国
中

等
学
校
優
勝
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
る
と
、

地
方
予
選
決
勝
で
は
広
島
中
学
と
広
島
商
業

が
ぶ
つ
か
り
広
島
中
学
が
勝
利
し
た
。
そ
の

後
も
両
校
の
試
合
は
人
気
を
博
し
、「
広
島
の

早
慶
戦
」
と
称
さ
れ
た
。
一
九
一
〇
年
代
後

半
か
ら
は
広
島
商
業
、
一
九
二
〇
年
代
に
は

広
陵
中
学
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
大
正
中
学

（
現
呉
港
高
校
）
が
台
頭
し
た
。

中
等
学
校
野
球
人
気
を
背
景
に
、
町
内
や

学
校
単
位
で
の
少
年
野
球
も
盛
ん
と
な
っ
た
。

ま
た
中
学
校
の
卒
業
生
に
よ
っ
て
、
地
域
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
や
実
業
団
の
チ
ー
ム
も
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、広
島
は
「
野
球
王
国
」

と
し
て
の
風
土
を
醸
成
し
た
の
で
あ
る
。

２　
広
島
と
プ
ロ
野
球

戦
前
の
職
業
野
球
で
は
、
東
京
巨
人
軍
の
田
部
武
雄
や
白
石
勝
巳
、
大
阪
タ
イ
ガ
ー
ス

の
藤
村
富
美
男
や
小
川
年
安
な
ど
多
く
の
広
島
県
出
身
の
選
手
が
活
躍
し
た
。
昭
和
十
一

（
一
九
三
六
）
年
五
月
三
一
日
に
は
大
阪
タ
イ
ガ
ー
ス
と
金
鯱
軍
の
オ
ー
プ
ン
戦
、
同
七
月

二
八
日
に
は
東
京
巨
人
軍
と
大
阪
タ
イ
ガ
ー
ス
の
試
合
が
広
商
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
て
い

る
。昭

和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
八
月
六
日
、
原
子
爆
弾
投
下
に
よ
り
、
広
島
は
壊
滅
的
被
害
を

受
け
た
。
し
か
し
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
に
は
広
島
で
プ
ロ
野
球
チ
ー

ム
巨
人
軍
と
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
の
練
習
試
合
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

広
島
で
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
設
立
の
機
運
が
高
ま
る
の
は
、
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
四
月

の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
野
球
連
盟
総
裁
の
正
力
松
太
郎
に
よ
っ
て
プ
ロ
野
球
二
リ
ー
グ
制
構

想
が
表
明
さ
れ
、
全
国
的
に
プ
ロ
野
球
球
団
設
立
の
動
き
が
活
発
に
な
る
な
か
、
同
年
五
月

二
二
日
に
広
島
総
合
大
学
設
立
資
金
募
集
の
た
め
開
催
さ
れ
た
阪
神
対
東
急
戦
が
興
行
と
し
て

成
功
す
る
と
、
広
島
の
財
界
・
官

界
に
プ
ロ
野
球
球
団
設
立
の
機
運

が
生
ま
れ
た
。
プ
ロ
球
団
設
立
を

具
体
化
さ
せ
て
い
っ
た
中
心
人
物

は
公
職
追
放
の
た
め
代
議
士
の
職

を
追
わ
れ
て
い
た
谷
川
昇
で
あ
る
。

谷
川
は
元
金
鯱
軍
代
表
の
山
口
勲

や
赤
嶺
昌
志
に
働
き
か
け
、
当
時

中
国
新
聞
東
京
支
社
通
信
部
長
で

あ
っ
た
河
口
豪
と
協
力
し
て
球
団

設
立
の
準
備
に
奔
走
し
、
九
月

二
八
日
付
で
球
団
設
置
を
連
盟
に

申
請
し
、「
カ
ー
プ
」
は
誕
生
し
た
。
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写真３　広島商業野球団歓迎試合於アラメダ市 昭和 6(1931) 年 8 月 12 日
広島商業野球部は選抜大会優勝の特典として、この年 7 月から 8 月にかけてカナダ、アメリカに遠征した。これは、カリフォルニ
ア州アラメダ市で行われた広島県人会主催の歓迎試合の記念写真。この試合は２－３で惜敗した。

写真４　株式会社広島野球倶楽部株券　
昭和 25(1950) 年 10 月 30 日
広島野球倶楽部の株券は一株 50 円で募集された。地
方自治体や企業だけでなく、カープを支えるファンは、
個人や職場有志等でお金を出し合い、株券を購入した。
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３　
「
広
島
市
民
球
場
」
の
誕
生

昭
和
二
四
年
に
結
成
さ
れ
た
カ
ー
プ
は
、
当
初
県
営
広
島
総
合
球
場
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
し
て
利
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
市
内
中
心
部
か
ら
の
交
通
の
便
が
悪
く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
面

積
が
狭
か
っ
た
た
め
、
早
く
か
ら
新
球
場
建
設
、
あ
る
い
は
球
場
改
修
案
が
浮
上
し
て
い
た
。

ま
た
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
以
降
は
当
時
プ
ロ
野
球
の
本
拠
地
球
場
で
は
主
流
と
な
り

つ
つ
あ
っ
た
ナ
イ
タ
ー
設
備
を
要
望
す
る
声
が
高
ま
っ
て
き
た
。

新
球
場
建
設
に
向
け
て
複
数
の
候
補
地
や
建
設
案
が
出
さ
れ
た
が
、昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）

年
七
月
に
は
中
央
公
園
東
南
角
の
広
島
復
興
事
務
所
、
県
土
木
出
張
所
、
市
下
水
課
分
室
に
ま

た
が
る
一
万
坪
へ
の
建
設
が
決
ま
っ
た
。
建
設
予
定
地
の
諸
施
設
の
移
転
場
所
、
補
償
等
も
決

着
し
、
翌
三
二
年
二
月
二
二
日
に
は
第
一
期
工
事
の
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。
建
設
費
用
と
し
て

は
、
前
年
一
月
、
地
元
財
界
の
十
社
か
ら
寄
付
さ
れ
た
一
億
六
千
万
円
が
あ
て
ら
れ
た
。

約
五
ヶ
月
の
工
期
を
経
て
、
第
一
期
工
事
は
七
月
二
〇
日
に
完
成
し
た
。
二
二
日
に
は
球
場

に
て
、
地
元
選
出
国
会
議
員
、
県
知
事
、
市
長
、
球
場
建
設
資
金
を
寄
付
し
た
財
界
十
社
の
代

表
を
は
じ
め
と
す
る
約
千
人
が
出
席
し
、
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
た
。
式
典
の
後
、
広
島
対
南
海

の
二
軍
戦
、
市
長
に
よ
る
点
灯
式
が
行
わ
れ
た
。
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写真５　昭和 32 年起　広
島市民球場建設一件（建
設分）
寄付受納伺、国有財産（土
地）使用承認願、興行場
営業許可申請、設計委託
契約など、球場建設に係
る各種起案文書の綴。

写真６　球場建設位置図　昭和 32(1957) 年ごろ
最終的な球場建設予定地の図面。写真 5 の簿冊に綴
られていたもの。中央公民館、広島県広島土木出張所、
護国神社等の既設建物と球場の位置関係がわかる。

写真 7　旧市民球場建設直前の基町一帯　時期不詳
基町一帯を北側から撮影したもの。

写真 8　工事中の旧市民球場　昭和 32(1957) 年 3 月 10 日
敷地造成中の様子。右側は現相生通り。奥に新築の県庁が見
える。右手前、中央奥にはまだ民家が残っている。（「広島市
民球場建設工事」より）

写真 9　完成した旧市民球場　昭和 32(1957) 年 7 月 22 日
第一期工事を経て完成した旧市民球場は、収容定員 1 万
7442 人、センター 115.8m、両翼 90.4m、グラウンド面積 1
万 2160㎡で、外観は 1 塁側、3 塁側の内野スタンドが極端
に低いという特異なものだった。

写真８

写真９ 写真７
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４　
旧
市
民
球
場
の
運
営

旧
市
民
球
場
は
税
金
で
な
く
地
元
財
界
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
建
設

地
が
国
有
地
で
あ
っ
た
た
め
、
国
に
対
す
る
賃
借
料
が
必
要
で
あ
っ
た
。
通
常
地
方
公
共
団
体

が
非
営
利
目
的
で
使
用
す
る
場
合
は
賃
借
料
が
減
免
さ
れ
る
が
、
営
利
事
業
で
あ
る
プ
ロ
野
球

の
試
合
に
使
用
さ
れ
る
た
め
有
償
と
な
っ
た
。
市
中
心
部
の
広
大
な
土
地
で
あ
る
た
め
賃
借
料

も
高
額
で
あ
り
、
そ
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
協
議
の
結
果
カ
ー
プ
の
球
場
使
用
料
か
ら
支
払
う

こ
と
で
決
着
し
た
。

さ
ら
に
、
プ
ロ
野
球
公
式
戦
を
開
催
す
る
球
場
と
し
て
運
営
上
必
要
と
な
る
増
改
築
・
補
修

等
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
特
別
会
計
予
算
の
年
度
末
残
額
を
「
市
民
球
場
の
改
良
そ
の
他
の
資

金
に
充
て
る
」
こ
と
と
な
り
、
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
「
広
島
市
民
球
場
積
立
金
」
が
設

け
ら
れ
た
。
積
立
金
は
昭
和
四
〇（
一
九
六
五
）年
度
か
ら「
広
島
市
民
球
場
基
金
」と
な
っ
た
。

条
例
に
よ
り
「
基
金
」
に
は
、①
市
民
球
場
特
別
会
計
の
歳
計
剰
余
金
の
八
割
以
上
※
１
と
、

②
公
式
試
合
の
一
開
催
日
の
入
場
者
数
が
二
万
人
※
２
を
超
え
た
と
き
、
カ
ー
プ
か
ら
徴
収
し

た
追
加
使
用
料
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
基
金
は
施
設
改
修
の
た
び
取
り
崩
さ
れ

た
が
、
廃
止
直
前
の
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
十
二
月
時
点
の
残
額
は
、
九
億
五
千
万
円
に

上
っ
て
い
た
。

※
１
…
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
度
か
ら
全
額
に
改
正
。

※
２
…
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
度
か
ら
二
万
千
人
に
改
正
。

５　
旧
市
民
球
場
の
利
活
用

旧
市
民
球
場
は
、
プ
ロ
野
球
公
式
戦
以
外
に
も
様
々
な
用
途
で
使
わ
れ
た
。
昭
和
三
三

（
一
九
五
八
）
年
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
、
日
米
交
歓
野
球
を
は
じ
め
、
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球

で
は
、
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
広
島
大
会
や
、
全
国
都
市
対
抗
野
球
大
会
広
島
県
予

選
な
ど
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

一
九
六
〇
年
代
に
は
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
会
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
日
ソ
交
歓
試
合
や
日
本

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｊ
Ｓ
Ｌ
）
の
東
西
対
抗
戦
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
三
〇
年
代

に
は
プ
ロ
レ
ス
興
行
も
行
わ
れ
て
い
る
。

市
民
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
広
島
ま
つ
り
（
広
島
市
・
中
国
新
聞
な
ど
共
催
）

や
日
本
体
操
祭
（
日
本
体
操

協
会
主
催
）
な
ど
が
開
催
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
る
ラ
イ
ブ
会
場
と
し
て
も

使
用
さ
れ
て
お
り
、
奥
田
民

生
（
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三

年
）、
さ
だ
ま
さ
し
（
平
成

十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
）
な

ど
の
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
た
。

旧
市
民
球
場
の
利
用
実
態

は
、
概
ね
カ
ー
プ
の
公
式
戦

及
び
練
習
日
が
年
間
合
計
の

三
～
四
割
、
学
生
・
社
会
人

野
球
や
一
般
利
用
、
イ
ベ
ン

ト
等
で
の
利
用
が
六
～
七
割

で
推
移
し
た
。

写真 10　第二期工事完成後の旧市民球場
昭和 33(1958) 年 7 月 31 日
完成した旧市民球場は、オールスターゲームの開催要件
である収容定員 3 万人を満たしていなかったため、すぐ
に第二期工事に着手。この工事により３階スタンドも増
設され、収容定員 24,500 人となった。初のオールスター
ゲーム（第 2 戦）は７月 29 日に開催された。

写真 11　昭和 33 年全国高等学校野球選手権広島大会決勝戦
昭和 33(1958) 年 7 月　明田弘司撮影（寄託資料）
旧市民球場は開場翌年のこの年から平成 22(2010) 年まで、全国高等学
校野球選手権広島大会（夏大会）の試合及び開会・閉会式の会場として
利用された。この試合は、尾道商業が広島商業に勝って優勝した。

50
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６　
カ
ー
プ
と
旧
市
民
球
場

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
、

カ
ー
プ
は
二
五
年
ぶ
り
七
度
目

の
リ
ー
グ
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

カ
ー
プ
が
旧
市
民
球
場
を
本
拠
地

と
し
て
使
用
し
た
昭
和
三
二
年

か
ら
平
成
二
〇
年
の
間
の
優
勝

は
六
回
、
地
元
胴
上
げ
は
三
回

（
一
九
七
九
・
一
九
八
四
・
一
九
九
一

年
）
で
あ
る
。
日
本
シ
リ
ー
ズ
は

六
回
開
催
さ
れ
、
昭
和
六
一
年
に

は
史
上
初
の
第
八
戦
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
は

十
回
開
催
さ
れ
、
多
く
の
名
選
手

に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

一
方
で
過
熱
し
た
フ
ァ
ン
に

よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
昭
和
五
〇
年

九
月
の
球
場
騒
擾
事
件
や
、
平
成

二
（
一
九
九
〇
）
年
五
月
の
ク
モ

男
事
件
な
ど
、
球
史
に
残
る
珍
事

件
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

個
人
記
録
で
は
、
高
橋
慶
彦
選
手
の
三
三
試
合
連
続
安
打
の
日
本
新
記
録
や
衣
笠
祥
雄
選
手

の
二
一
三
一
試
合
連
続
出
場
の
世
界
記
録
（
当
時
）
樹
立
の
舞
台
と
も
な
っ
た
。

約
半
世
紀
の
間
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
、
市
民
活
動
の
場
と
し
て
活
躍
し
た
旧
市

民
球
場
は
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
十
一
月
に
解
体
工
事
に
入
り
、
現
在
の
広
島
市
民
球
場

（M
AZDA Zoom

-Zoom
 

ス
タ
ジ
ア
ム
広
島
）
へ
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

お
わ
り
に

今
年
度
は
高
校
野
球
も
プ
ロ
野
球
も
地
元
チ
ー
ム
の
活
躍
が
際
立
っ
た
。
展
示
の
た
め
資
料

を
確
認
・
選
択
す
る
作
業
は
、
地
元
の
球
場
建
設
や
カ
ー
プ
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
感
じ
る
時

間
で
も
あ
っ
た
。
旧
市
民
球
場
引
継
ぎ
資
料
は
、
資
料
整
理
完
了
後
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・

シ
ス
テ
ム
で
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

最
後
に
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
資
料
提
供
等
に
つ
い
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

展
示
資
料
一
覧

一　
　

広
島
中
学
野
球
部
記
念
写
真
【
写
真
】　

一
九
一
五
年　

谷
川
昇
資
料

二　
　

広
島
商
業
野
球
団
歓
迎
試
合
於
ア
ラ
メ
ダ
市
【
写
真
】　

一
九
三
一
年
八
月
十
二
日　

六
谷
新
寄
贈

資
料

三　
　

県
庁
建
設
予
定
地
で
野
球
大
会
【
写
真
】　

一
九
五
三
年　

明
田
弘
司
寄
託
資
料

四　
　

社
団
法
人
日
本
野
球
連
盟
宛
加
盟
願
草
稿
【
複
写
資
料
】　

一
九
四
九
年
九
月
二
九
日　

谷
川
昇
資

料

五　
　

目
論
見
書　

一
九
五
〇
年
三
月
五
日　

津
田
一
男
資
料

六　
　

株
式
募
集
明
細
書
【
複
写
資
料
】　

一
九
五
〇
年
四
月
二
六
日　

津
田
一
男
資
料

七　
　

株
式
会
社
広
島
野
球
倶
楽
部
株
券　

一
九
五
〇
年
十
月
三
〇
日

八　
　

市
営
球
場
建
設
促
進
決
議
案
【
複
写
資
料
】　

一
九
五
五
年
七
月
三
〇
日　

議
会
事
務
局
議
事
課

九　
　

第
六
回
広
島
市
民
球
場
建
設
対
策
委
員
会
々
議
録
に
つ
い
て　

一
九
五
六
年
十
二
月
十
日

一
〇　

昭
和
三
二
年
起
広
島
市
民
球
場
建
設
一
件
（
建
設
分
）　

一
九
五
七
年

一
一　

寄
附
願
（
写
）【
複
写
資
料
】
一
九
五
七
年
一
月
二
六
日
付

一
二　

国
有
財
産
の
一
部
を
公
園
施
設
（
市
民
球
場
）
用
地
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
願
【
複

写
資
料
】　

一
九
五
七
年
二
月

一
三　

市
民
球
場
建
設
直
前
の
基
町
一
帯
【
写
真
】　

時
期
不
明

一
四　

中
国
新
聞
記
事
に
み
る
位
置
決
定
の
経
緯
（
①
～
④
）　

一
九
五
五
年
一
月
～
一
九
五
六
年
七
月

一
五　

球
場
建
設
位
置
図
【
複
写
資
料
】　

一
九
五
七
年
ご
ろ

一
六　

旧
市
民
球
場
新
築
工
事
図
面
（
立
面
図
）【
複
写
資
料
】　

一
九
五
七
年
ご
ろ

49

写真 12　カープ初優勝を喜ぶファン
昭和 50(1975) 年 10 月
10 月 15 日、カープは後楽園球場で巨人に勝利し、リー
グ初優勝が決定した。これは 20 日に行われたパレー
ドの様子。（玉田和則寄贈）

写真 13　日本シリーズ一件綴
昭和 50 ～ 61(1975 ～ 1986) 年
日本シリーズやセリーグ優勝時
の行事に関する文書綴
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一
七　

工
事
中
の
市
民
球
場
【
写
真
】　

一
九
五
七
年
三
月
十
日

一
八　

広
島
市
民
球
場
建
設
工
事
竣
功
式
一
件　

一
九
五
七
年

一
九　

竣
工
式
当
日
の
二
軍
戦
チ
ケ
ッ
ト
【
複
写
資
料
】　

一
九
五
七
年
七
月
二
二
日

二
〇　

市
民
球
場
落
成
祝
賀
シ
リ
ー
ズ
チ
ケ
ッ
ト
【
複
写
資
料
】　

一
九
五
七
年

二
一　

広
島
市
民
球
場
竣
工
式
の
市
長
式
辞　

一
九
五
七
年
七
月
二
二
日

二
二　
「
野
球
界
」
第
四
七
巻
第
九
号
臨
時
増
刊
‐
広
島
カ
ー
プ
新
球
場
完
成
記
念
号
‐　

一
九
五
七
年
八

月　

津
田
一
男
資
料

二
三　

完
成
し
た
旧
市
民
球
場
【
写
真
】　

一
九
五
七
年
七
月
二
二
日

二
四　

試
合
風
景
写
真
【
写
真
】　

一
九
五
八
年
七
月
二
〇
日

二
五　

第
二
期
工
事
完
成
後
の
旧
市
民
球
場
【
写
真
】　

一
九
五
八
年
七
月
三
一
日　

広
報
課
撮
影
写
真

二
六　

広
島
市
民
球
場
使
用
契
約
締
結
に
つ
い
て(
伺)

【
複
写
資
料
】　

一
九
五
七
年
七
月
十
七
日

二
七　

広
島
市
民
球
場
使
用
に
関
す
る
契
約
書
並
び
に
覚
書　

一
九
六
〇
年
四
月
一
日

二
八　

広
島
市
民
球
場
敷
地
の
土
地
使
用
料
の
支
払
い
に
関
す
る
覚
書
の
取
交
わ
し
に
つ
い
て
（
伺
）【
複

写
資
料
】
一
九
五
八
年
十
二
月
二
四
日

二
九　

第
一
回
広
島
市
民
球
場
運
営
委
員
会
々
議
録
に
つ
い
て
【
複
写
資
料
】　

一
九
五
七
年
八
月
二
八
日

三
〇　

広
島
市
民
球
場
施
設
整
備
に
伴
う
基
金
の
と
り
く
ず
し
に
つ
い
て
（
伺
）　

一
九
八
四
年
度
、

一
九
八
五
年
度
、
一
九
八
六
年
度

三
一　

基
金
積
立
額
・
と
り
く
ず
し
額
の
推
移
【
図
】

三
二　

内
野
ス
タ
ン
ド
二
階
席
増
設
工
事
写
真
【
写
真
】　

一
九
八
四
～
一
九
八
六
年
度

三
三　

電
光
式
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
新
設
等
工
事
写
真
【
写
真
】　

一
九
九
二
年
度

三
四　

市
民
球
場
使
用
状
況
並
び
に
使
用
予
定
【
複
写
資
料
】　

一
九
五
七
年

三
五　

使
用
許
可
申
請
書　

三
三
年
度　

一
九
五
八
年
度

三
六　

広
島
ア
ジ
ア
競
技
大
会　

野
球
競
技
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル　

一
九
九
四
年　

ア
ジ
ア
大
会
組
織
委
員

会
文
書

三
七　
一
九
九
五
年
八
・
六　
「
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
祭
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー　

一
九
九
五
年

三
八　

第
十
五
回
国
民
文
化
祭
・
ひ
ろ
し
ま
二
〇
〇
〇　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
イ
ベ
ン
ト
概
要
計
画　

一
九
九
九
年
十
二
月

三
九　

昭
和
三
三
年　

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
広
島
大
会
決
勝
戦
写
真　

一
九
五
八
年
七
月　

明
田

弘
司
寄
託
資
料

四
〇　

旧
市
民
球
場
で
の
プ
ロ
レ
ス
興
行
【
写
真
】　

一
九
六
三
年
十
月　

市
民
局
文
化
振
興
課
所
蔵

四
一　
「
夢
の
球
宴
さ
だ
ま
さ
し
チ
ー
ム
対
松
山
千
春
チ
ー
ム
」
会
場
風
景
【
写
真
】　

一
九
八
二
年
十
月

十
七
日

四
二　

広
島
ア
ジ
ア
競
技
大
会
開
催
時
の
旧
市
民
球
場
【
写
真
】　

一
九
九
四
年
十
月
十
四
日

四
三　

広
島
市
民
球
場
食
堂
及
び
売
店
の
経
営
委
託
に
関
す
る
契
約
書　

一
九
五
八
年
四
月
一
日

四
四　

カ
ー
プ
販
売
部
取
扱
品
明
細
書
【
複
写
資
料
】
一
九
五
七
年
七
月
二
二
日
付

四
五　

平
成
二
〇
年
度
広
島
市
民
球
場
で
販
売
す
る
品
目
及
び
価
格
に
つ
い
て
承
認
願
い　

二
〇
〇
八
年

三
月
三
一
日
付

四
六　

カ
ー
プ
選
手
の
サ
イ
ン
入
り
ボ
ー
ル　

一
九
六
八
年
か

四
七　

旧
市
民
球
場　

カ
ー
プ
公
式
戦
入
場
者
数
グ
ラ
フ
【
図
】

四
八　

カ
ー
プ
初
優
勝
を
喜
ぶ
フ
ァ
ン
【
写
真
】　

一
九
七
五
年
十
月　

玉
田
和
則
寄
贈
資
料

四
九　

カ
ー
プ
初
優
勝
を
報
じ
る
新
聞　

一
九
七
五
年
十
月
十
六
日
付
橋
本
政
幸
寄
贈
資
料

五
〇　

一
九
七
五
年
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー
グ
優
勝
記
念
広
島
東
洋
カ
ー
プ
サ
イ
ン
色
紙　

一
九
七
五
年
か

五
一　

日
本
シ
リ
ー
ズ
一
件
綴　

一
九
七
五
～
一
九
八
六
年
度

五
二　

一
九
八
四
年
度　

広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー
グ
優
勝
及
び
日
本
選
手
権
シ
リ
ー
ズ
優

勝
記
念
碑
除
幕
式
及
び
記
念
植
樹
ス
ナ
ッ
プ
写
真
集　

一
九
八
四
年

五
三　

昭
和
五
四
年
リ
ー
グ
優
勝
・
日
本
シ
リ
ー
ズ
前
後
の
写
真　

一
九
八
四
年

五
四　

旧
市
民
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文書と写真でたどる旧広島市民球場
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和暦 西暦 月 日 できごと

昭和 32

33

34

35

37

41

49

50

52

53

55

56

57

61

62

63

平成 5

6

17

20

21

22

1957

1958

1959

1960

1962

1966

1974

1975

1977

1978

1980

1981

1982

1986

1987

1988

1993

1994

2005

2008

2009

2010

2

7

4

7

7

5

11

12

6

3

10

3

3

7

3

3

3

3

3

3

10

2

9

3

7

9

22

20

22

24

30

29

30

5

28

31

31

25

15

31

28

31

19

末

28

30

1

広島市民球場建設工事着工。起工式開催。

第 1期建設工事完了。観客定員は 17,442 人。

竣工式開催。こけら落しとして、プロ野球広島－南海の二軍戦が開催される。途中、試合

を中断してナイター点灯式を行う。

初の公式戦（広島－阪神 14 回戦、ナイター）が開催される。

第 2期建設工事竣工。観客定員は 24,500 人となる。

この年から全国高等学校野球選手権大会の県予選が広島市民球場で開催される。

初めてオールスターゲーム（第 2戦）が開催される。

西日対策としてレフトスタンド後方に日除板を設置。

初のサッカーの試合を開催。日ソ交歓サッカー試合として、全広島選抜軍－ロコモチフモ

スクワの試合が行われる。

特別指定席増設工事竣工。観客定員は 28,218 人となる。

第 1回日本リーグ東西対抗戦 (第 1戦 )が開催される。

バックスタンド改修その他工事竣工。ベンチ・放送室等を改築し、ボックス席を増設。

カープ、セ・リーグ初優勝。日本シリーズ第 3～ 5戦が開催される。

外野スタンド増設工事竣工。観客定員は 31,726 人となる。

観客席増設工事・報道席改築工事竣工。観客定員は 32,000 人となる。

身体障害者用観客席（1・3塁側に各 3席）、同便所（1・3塁側に各 1か所）を内野自由席に設置。

内野スタンド増設工事竣工。定員は 32,920 人となる。

内野スタンド格子取付工事が竣工（15日）。球場正面及び内外野園路緑地帯整備工事竣工（25

日）。

内野スタンド改修工事（第 1 期　二階席 3 塁側～ホーム）竣工（昭和 59 年度着工）。観客

定員は 28,759 人となる。

内野スタンド改修工事（第 2期　二階席 1塁側～ホーム）、トレーニング室増築等工事竣工。

観客定員は 31,984 人となる。

内野グラウンド改修工事竣工。

電光式スコアボード（初代）を設置。

広島アジア競技大会の野球競技会場（準決勝、3位決定戦、決勝、表彰式）として使用。

電光式スコアボードの改修工事竣工。放電管から発光ダイオード（LED）方式への切り替え。

公式戦最終試合を開催。対戦相手ヤクルトに 6対 3で勝利。

広島市民球場（マツダ zoom-zoom スタジアム広島）開場に伴い、呼称が「旧広島市民球場」

となる。

最後の全国高等学校野球選手権大会広島県予選が行われる。

旧広島市民球場閉場。

年表　旧市民球場の足跡


